
農山漁村地域整備計画に係る事前評価 
 

計画の名称  ： 広島県農業農村活性化プラン（第４期） 

計画策定主体 ： 広島県               

 

評価項目 評価の視点 判定 

①  目標の妥当性 関連する計画との整合性が図られているか  
 
 □ 

 広島県農林水産行政の基本指針となる「2025広島県農林水産業ア

クションプログラム」では、「生産性の高い持続可能な農林水産業の

確立」を最大の目標として掲げ、次の項目等について集中して取り

組むこととしており、整合性は図れている。 

・担い手への農地集積と基盤整備（農業基盤の整備） 

・中山間地域農業の活性化（農地・農業用施設の保全） 

・農地・農業業施設の防災力の強化（海岸保全施設の保全対策等） 

地域の課題に適切に対応する目標となっているか  
 
 □ 

 【地域の課題】 

農家の高齢化等による担い手の減少や労働力不足等により、生産

構造の弱体化による農地等の生産基盤の維持が困難になることが懸

念される。また、近年の異常気象による局地的な豪雨や施設の老朽

化による機能低下などにより、農村地域が被害を受けるリスクが高

まっており、防災減災対策に向けた取組が急務となっている。 
【対応する目標】 
生産性の高い持続可能な農林水産業の確立に向け、地域の核とな

る企業経営体の育成等の取り組みと併せ、スマート農業の実装や品
質と収量の確保に向けた農業基盤の整備を実施するとともに、農地・
農業用施設の保全対策、防災・減災対策を実施することで農村地域
の暮らしの安全・安心の確保を図ることとしており、地域の課題に
適切に対応する目標の設定となっている 

② 整備計画の 
効果効率性 

整備計画の目標と定量指標の整合性がとれているか  
 
 □ 

 生産性の高い持続可能な農林水産業の確立を目標として設定して

おり、その目標に応じた定量的指標を位置付けていることから、整

合性は図れている。 

事後評価ができる適切な指標となっているか  
 
 □ 

 各定量指標数値については、毎年度定量的に把握可能であり、事

後評価を実施する時においても、各定量指標数値は的確に把握でき

るものとなっている。 

構成事業の実施による効果を評価するための指標として適切なものとなっ
ているか 

 
 
 □ 

 各定量指標については、構成事業を実施することにより得られる

効果となっており、適切な指標設定となっている。 

③ 整備計画の 
実現可能性 

円滑な事業執行の環境が整っているか  
 
 □ 

 各構成事業は地域における要望を踏まえ、県・市町・JA等の営農

担当部局とも協議するともに、「2025 広島県農林水産業アクション

プログラム」との整合が確認されたものである。 

地元の機運が醸成されているか  
 
 □ 

 構成事業は地域起点を前提としており、地域における将来のめざ

す姿を実現するため必要な事業として要望されているものである。 

 


